
観光コンシェルジュアプリ

岡山大学 観光DX推進グループ



１．課題と解決策

1. 都市部の観光地への観光客の集中

2. 地元および近隣県からの観光誘客の手法不足

3. 観光客の理想と、実際に訪れた観光地とのミスマッチ

課題

① 機械学習を利用した『観光コンシェルジュアプリ』の開発

② 岡山を代表する観光地以外も提案することにより多様な魅力ある観光地へ集客

→これらの解決策によって地域を活性化！

解決策



１．課題と解決策

観光地提案サービスの現状

解決策として

現状、デジタルかつ個々人の嗜好性に対応して観光地を提案するサービスは存在しない

→今回、アプリ開発によってこの現状にチャレンジ！

個人向け

大衆向け

デジタルアナログ

人力車

食べログ

一休

観光雑誌

観光コンシェルジュアプリ

じゃらん



２．活動の概要

活動内容

観光地と個人の趣味・嗜好のデータを調査，紐付け

観光地情報の提供元：吉備中央町観光協会 様

機械学習を実施、観光地を提案するAIを作成

アプリ開発ツールGlideを利用してモバイルアプリを開発



２．活動の概要

最終的なシステムの全容

アンケート結果をもとに
各ユーザーに観光地を提案

AIによる予測
予測結果を提供

モバイルアプリユーザー

ユーザー情報を入力 ユーザー情報を送信



アプリ利用の動画



２．活動の概要

活動の様子

『第19回わっしょい和んさか吉備高原フェスタ』にて、プロトタイプをリリース！



２．活動の概要

実際のアプリ画面



今後に関して

引き続き、吉備中央町の皆様と協力して活動を行う予定です！

ゆくゆくは県内外にも展開を！！

以下の二次元コードからプロトタイプを閲覧できますので、興味のある方はぜひ。

「ホーム画面に追加」を行うことで、実際のアプリとしても使用可能です。


